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HALCON ディープラーニングツール

 HALCON ディープラーニング [オブジェクト検出]の
ラベリング機能をサポートしています

HALCON Progress Edition19.05で追加された回転矩形に対応

 画像分類・セグメンテーションのラベリング機能は、
Ver1.0でサポート予定です

リリース予定：2019年末



 学習を行うためのデータセット(hdictファイル)を生成することができます

HALCON ディープラーニングツール



ダウンロード手順

 MVTecのホームページからインストーラを入手してください

こちらをクリック

「Products」から「Deep learning Tool」を選択



ダウンロード手順

ユーザ登録していない方はこちら

バージョンを選択

オフライン版を入手

 MVTecのホームページからインストーラを入手してください



インストール手順

 以下の方法でmvp.exeを起動してください。
起動すると、MVTec Software Manager画面が表示されます。

 ユーザ権限（そのユーザのみ使用）：ダブルクリック

 管理者権限（全ユーザで使用可能）：右クリックで[管理者として実行]をクリック

 Deep Learning Toolの[Manage Installation]をクリック



インストール手順

 バージョンを選択し、[Install]・[Accept]をクリックしてください。

 インストールが完了すると、デスクトップにショートカットが作成されます



インストールおよび実行時注意事項

 Webサーバーが起動して画面が開かれますので、デフォルトのブラウザで

表示されない場合は任意のHTML5準拠のブラウザに

下記のアドレスを入力してください

http：// localhost：8000

 最初の起動時にファイアーウォールの警告が発行される場合がありますので

その場合はアクセスを許可してください。

 システムがインターネットへの直接接続をサポートしていない場合は、

HTTPプロキシ経由で接続するように、構成設定「HTTP」にプロキシを

入力します。

[プロキシ]フィールドをクリックし、Enterを押して変更を確定します。

実際にプロキシ設定を使用するには再起動してください。



使い方 言語切替

 右上にある設定のアイコンをクリックし

[Language]の設定で[言語表示名(ja_JP)]を選択してアプリケーションを

再起動することで日本語に替えられます。



使い方 プロジェクトの作成

 起動後、左上にある[NEW PROJECT]をクリックすることで

画像データとラベリングデータを結び付けるプロジェクトを生成します。

Project Nameにプロジェクトファイルの名前を入力します。



使い方 プロジェクトの種類選択

 名前の入力後、Methodの選択を行います。

複雑な形状で斜め方向の情報も必須となる場合は[Oriented Rectangles]を

選択してから[CREATE PROJECT]を選択します。

※プロジェクト作成後、傾きの有/無を変更することはできません



使い方 画像の登録

 GALLERYのタブで、[ADD IMAGE]か[ADD IMAGE FOLDER]をクリックし

ラベリングを行う画像か、画像の入ったフォルダを選択します

※ tiff形式は読み込めないため注意してください



使い方 ラベルクラスの作成

 登録された画像をダブルクリックすることでその画像のラベリングを行います

ラベルクラス(LABEL CLASSES)の項目に必要な分類クラスを登録します



使い方 ラベリング-X軸に平行な長方形

 ラベルをつけるクラスを選択し、画像上で左クリックして

ドラッグすることで領域を作成します

領域作成後にクラス、位置、サイズの変更・調整も可能です。



使い方 ラベリング-回転のある長方形

 ラベルをつけるクラスを選択し、画像上で左クリックするとバーが

作成されるため、開始位置に必要な長さを引いてから

対象の幅の長さを取って長方形を作成します。

領域作成後に位置、クラス、サイズ、角度と90°単位での向きの変更・調整が
可能です。



使い方 画像の切り替えとデータエクスポート

 画像の左右にある矢印より画像の切り替えが可能です。

こうしてすべての画像にラベリングを行ったあと、左上の[≡]をクリックし

[Export Dateset]を選択すると、各画像ごとのラベリング結果が書かれた

hdictファイルが出力されます。



使い方 hdictファイルについて

 hdictファイルはHALCONを用いて読み取ることができ

トレーニングの際に位置データとして使用します。

 オペレータread_dictによってファイルを開くことでハンドルとして

データが生成され、get_dict_tupleでキーを指定することで各値を出力します。

ツールで作成した位置データ



オブジェクト検出の学習の実行にあたって１

 ディープラーニングツールでエクスポートしたhdictから学習を行う場合

登録されている画像の入ったフォルダ名が絶対パスのため

トレーニングを別PCで行う場合は別途調整してください。

使用するオペレータ：set_dict_tuple (DictHandle, ‘image_dir’, フォルダ名)

画像が複数のフォルダにある場合は設定するフォルダにまとめてください



オブジェクト検出の学習の実行にあたって２

 ディープラーニングツールでエクスポートしたhdictから学習を行う場合

本ツールから出力されるClass IDの番号と関数：create_dl_model_detectionから出力される
Class IDが異なるため、修正を行っていただく必要があります。
手順：
get_dict_tuple (DictHandle, ’class_ids’, class_ids)
set_dict_tuple (DictHandle, ’class_ids’, class_ids -1)

ネットワーク
生成時のClass ID

ツール側Class ID
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